
5 － 寺本康俊先生略歴及び業績
　
　
　
　
　

寺
本
康
俊
先
生
略
歴
及
び
業
績

昭
和
二
八
年
一
二
月
二
一
日
生

〈
学
　
　
歴
〉

昭
和
四
八
年　

四
月　
　
　
　
　

山
口
大
学
教
育
学
部　

入
学

昭
和
五
二
年　

三
月　
　
　
　
　

山
口
大
学
教
育
学
部　

卒
業
（
教
育
学
士
）

昭
和
五
二
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程　

入
学

昭
和
五
六
年　

三
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程　

修
了
（
法
学
修
士
）

平
成　

七
年　

七
月　
　
　
　
　

神
戸
大
学
、
博
士
（
法
学
）

〈
職
　
　
歴
〉

昭
和
五
六
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
県
立
加
計
高
等
学
校
教
諭
（
世
界
史
）

昭
和
五
九
年　

四
月　
　
　
　
　

国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
（
政
治
経
済
、
法
学
、
国
際
関
係
論
）

昭
和
六
三
年　

四
月　
　
　
　
　

国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

平
成　

三
年　

九
月　
　
　
　
　

神
戸
大
学
法
学
部
に
於
い
て
客
員
研
究
員
と
し
て
内
地
研
究
（
平
成
四
年
二
月
ま
で
）

平
成　

五
年　

四
月　
　
　
　
　

島
根
県
立
国
際
短
期
大
学
助
教
授
（
法
学
、
東
ア
ジ
ア
外
交
史
、
国
際
関
係
論
）
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平
成　

七
年
一
〇
月　
　
　
　
　

  

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（London School of Econom

ics and Political Science

）
に
於
い
て
客
員
研

究
員
と
し
て
在
外
研
究
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）

平
成　

九
年
一
〇
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
助
教
授
（
外
交
史
）

平
成
一
〇
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
担
当
（
国
際
政
治
変
動
論
）

平
成
一
一
年
一
〇
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
教
授

平
成
一
六
年　

四
月　
　
　
　
　

  

組
織
改
編
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
広
島
大
学
教
授
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
に
配
置
換
、
広
島
大
学
法

学
部
併
任
（
大
学
院
：
外
交
論
、
外
交
論
演
習
、
特
別
研
究
、
特
別
演
習
、
法
学
部
昼
間
・
夜
間
主
コ
ー

ス
：
外
交
史
、
専
門
演
習
、
教
養
ゼ
ミ
）

平
成
一
九
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
昼
間
コ
ー
ス
主
任

平
成
二
一
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
昼
間
コ
ー
ス
主
任
（
再
任
）（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
三
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
長
、
同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
副
研
究
科
長
（
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
）

平
成
二
五
年　

四
月　
　
　
　
　

  

広
島
大
学
法
学
部
長（
再
任
）、同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
副
研
究
科
長（
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
）（
再

任
）（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
七
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
副
学
長
（
図
書
館
担
当
）、
同
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長

平
成
二
八
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
教
授
学
術
院
に
配
置
換
、
同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
に
配
属

平
成
二
九
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
副
学
長
（
図
書
館
担
当
）（
再
任
）、
同
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
（
再
任
）

平
成
三
〇
年　

四
月　
　
　
　
　

  

広
島
大
学
副
学
長
（
図
書
館
担
当
）（
再
任
）、
同
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
（
再
任
）（
平
成
三
一

年
三
月
ま
で
）
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平
成
三
一
年　

三
月　
　
　
　
　

定
年
に
よ
り
退
職

平
成
三
一
年　

四
月　
　
　
　
　

広
島
大
学
名
誉
教
授

〈
所
属
学
会
〉

　

日
本
国
際
政
治
学
会

　

政
治
経
済
史
学
会

　

中
四
国
法
政
学
会

　

全
国
社
会
科
教
育
学
会
（
退
会
）

〈
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動
〉

　
　
（
学
外
委
員
）

平
成　

八
年
〜
九
年　
　
　
　
　

島
根
県
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

平
成
一
八
〜
一
九
年　
　
　
　
　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員

平
成
一
八
〜
三
〇
年　
　
　
　
　

東
広
島
市
国
民
保
護
協
議
会
委
員

平
成
二
八
年
〜
三
一
年　
　
　
　

国
立
大
学
図
書
館
協
会
学
術
資
料
整
備
委
員
会
副
委
員
長

　
　
（
主
な
国
内
講
演
）

平
成　

九
年
一
〇
月　
　
　
　
　
「
日
米
経
済
摩
擦
の
諸
相
」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
日
本
に
お
け
る
国
際
化
』

平
成
一
一
年
一
〇
月　
　
　
　
　
「
日
米
経
済
摩
擦
」、
中
四
国
国
立
大
学
政
府
調
達
研
修
会
、
広
島
大
学
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平
成
一
三
年
一
一
月　
　
　
　
　
「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
と
日
本
外
交
」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
21
世
紀
の
国
際
関
係
』

平
成
一
四
年
一
一
月　
　
　
　
　
「
東
ア
ジ
ア
の
危
機
の
構
造
と
米
国
の
関
与
」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
世
界
の
紛
争
』

平
成
一
六
年　

二
月　
　
　
　
　
「
日
本
外
交
史
と
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
」、
放
送
大
学
（
広
島
市
）

平
成
一
七
年
一
一
月　
　
　
　
　

  「
日
露
戦
争
一
〇
〇
年
―
日
本
外
交
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
国
際
社

会
と
日
本
：
法
と
政
治
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
』

平
成
二
三
年
一
一
月　
　
　
　
　
「
日
本
外
交
と
対
米
・
対
中
関
係
の
展
開
」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
法
と
政
治
か
ら
見
た
国
際
社
会
』

平
成
二
七
年
一
二
月　
　
　
　
　

  「
日
中
両
国
に
お
け
る
戦
後
の
外
交
関
係
と
現
代
」、
広
島
市
立
図
書
館
・
広
島
大
学
図
書
館
連
携
事
業

講
演
会
『
日
本
と
中
国　

文
化
と
外
交
の
歴
史
を
考
え
る
』、
広
島
市
立
図
書
館

平
成
二
八
年
一
二
月　
　
　
　
　

  「
戦
後
に
お
け
る
日
本
外
交
の
形
成
―
日
本
と
そ
の
国
際
関
係
か
ら
考
え
る
―
」、
広
島
市
立
図
書
館
広

島
大
学
図
書
館
連
携
事
業
講
演
会
『
国
家
の
形
成
：
イ
ギ
リ
ス
の
成
り
立
ち
と
日
本
の
外
交
』、
広
島

市
立
図
書
館

平
成
二
九
年
一
一
月　
　
　
　
　

  「
戦
後
日
本
の
外
交
と
米
ソ
両
国
と
の
関
係
（
1
）（
2
）」、
広
島
大
学
公
開
講
座
『
国
際
社
会
に
お
け

る
平
和
と
安
全
保
障
』

　
　
（
主
な
外
国
講
演
）

二
〇
〇
二
年　

九
月　
　
　
　
　
「
日
米
経
済
摩
擦
」、
外
交
学
院
、
中
国
・
北
京
市

二
〇
一
二
年　

三
月　
　
　
　
　
「
日
中
関
係
の
展
開
と
今
後
の
課
題
」、
西
南
政
法
大
学
、
中
国
・
重
慶
市

二
〇
一
四
年　

四
月　
　
　
　
　
「
戦
後
日
本
外
交
と
日
中
関
係
」、
国
際
関
係
学
院
、
中
国
・
北
京
市

二
〇
一
五
年　

五
月　
　
　
　
　
「
戦
後
日
本
外
交
と
日
中
関
係
」、
大
連
民
族
大
学
、
中
国
・
大
連
市
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二
〇
一
五
年　

五
月　
　
　
　
　
「
戦
後
日
本
外
交
と
日
中
関
係
」、
大
連
大
学
、
中
国
・
大
連
市

二
〇
一
五
年
一
〇
月　
　
　
　
　

  「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
中
国
―
そ
の
外
交
関
係
の
展
開
と
展
望
―
」、
国
際
関
係
学
院
、
中
国
・
北

京
市

二
〇
一
六
年　

三
月　
　
　
　
　
「
日
本
外
交
の
歩
み
と
日
中
関
係
」、
外
交
学
院
、
中
国
・
北
京
市

二
〇
一
六
年　

五
月　
　
　
　
　

  「
日
本
外
交
の
形
成
と
そ
の
国
際
関
係
―
現
代
の
日
米
、日
ソ
、日
韓
、日
中
関
係
―
」、大
連
民
族
大
学
、

中
国
・
大
連
市

二
〇
一
六
年　

五
月　
　
　
　
　

  「
日
本
外
交
の
形
成
と
そ
の
国
際
関
係
―
現
代
の
日
米
、
日
ソ
、
日
韓
、
日
中
関
係
―
」、
大
連
大
学
、

中
国
・
大
連
市

二
〇
一
八
年　

三
月　
　
　
　
　

  「
日
本
外
交
の
形
成
と
そ
の
国
際
関
係
―
現
代
の
日
米
、
日
ソ
、
日
韓
、
日
中
関
係
―
」、
大
連
東
軟
信

息
学
院
、
中
国
・
大
連
市

二
〇
一
八
年　

三
月　
　
　
　
　

  「
日
本
外
交
の
形
成
と
そ
の
国
際
関
係
―
現
代
の
日
米
、日
ソ
、日
韓
、日
中
関
係
―
」、大
連
民
族
大
学
、

中
国
・
大
連
市

　
　
（
主
な
テ
レ
ビ
解
説
）

平
成
一
二
年　

六
月　
　
　
　
　

  「
衆
議
院
総
選
挙
（
広
島
県
）
解
説
」、
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
、　

衆
議
院
選
挙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
総

選
挙
解
説
（
広
島
県
）

平
成
二
一
年　

八
月　
　
　
　
　

  「
核
廃
絶
の
世
界
的
な
動
き
と
広
島
の
取
り
組
み
」、
中
国
放
送
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）、
広
島
平
和
記
念
日
64
周

年
式
典
で
の
テ
レ
ビ
解
説

平
成
二
二
年
一
二
月　
　
　
　
　

  「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
：
第
０
次
世
界
大
戦
―
日
露
戦
争
渦
巻
い
た
列
強
の
思
惑
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ（
全
国
版
）
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（
非
常
勤
講
師
）

島
根
職
業
能
率
開
発
短
期
大
学
校

国
立
浜
田
病
院
附
属
看
護
学
校

広
島
大
学

島
根
県
立
国
際
短
期
大
学

広
島
県
立
女
子
大
学

県
立
広
島
大
学
大
学
院

放
送
大
学

広
島
市
立
大
学

安
田
女
子
大
学
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主
要
著
作
及
び
論
文
目
録

一
　
著
書

　
　（
単
著
）

　
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年

『
日
露
戦
争
以
後
の
日
本
外
交
―
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
中
の
満
韓

問
題
―
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信
山
社

　
　（
共
著
）

　
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

『
高
専
生
の
た
め
の
法
学
』（
矢
崎
幸
生
編
） …
…
…
…
学
術
図
書
出
版
社

　
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年

『
国
際
政
治
学
―
世
界
の
主
要
問
題
―
』（
原
正
行
他
著
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
近
畿
大
学
通
信
教
育
部

　
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年

『
日
露
戦
争
研
究
の
新
視
点
』（
日
露
戦
争
研
究
会
編
） …
…
…
…
成
文
社

　
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年

The Treaty of Portsm
outh and Its Legacies （Steven Ericson and A

llen 

H
ockley ed.

）,D
artm

outh C
ollege Press

『
日
米
関
係
史
』（
五
百
旗
頭
真
編
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
斐
閣

　
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年

『
日
美
关
系
史
』（
五
百
旗
头
真
编
著
） …
…
…
…
…
…
世
界
知
识
出
版
社

　
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年

Япония : культ
урны

е т
радиции в меняю

щ
емся cоциуме (отв. ред. 

и сост.: В
. В

. Ры
бин и др.), И

зд-во Л
ема

　
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年

The H
istory of U

S-Japan Relations: From
 Perry to the Present 

(M
akoto Iokibe , Tosh M

inohara ed. ), Palgrave M
acm

illan

　
　（
共
編
）

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

『
和
刻
「
顔
氏
家
訓
」』（
李
均
洋
首
席
主
編
他
） …
…
中
國
古
文
獻
出
版
社

二
　
論
文
（
単
著
）

　
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年

「
日
露
戦
争
以
後
の
作
戦
計
画
と
陸
海
軍
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
軍
事
史
学
』
第
一
五
巻
第
一
号

　
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

「
独
米
清
協
商
案
と
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
政
治
経
済
史
学
』
第
一
六
八
号

　
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年

「
満
州
の
国
際
中
立
化
案
と
小
村
外
交
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
〇
九
号

　
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年

  「
日
露
戦
争
後
の
対
満
政
策
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
陸
軍
の
対
立
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
三
七
巻

　
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
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「
満
州
占
領
地
軍
政
へ
の
清
国
官
民
の
抗
議
と
日
本
の
対
応
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
四
一
号

　
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

「
日
本
の
対
満
投
資
と
後
藤
新
平
の
満
州
経
営
案
」

…
…
…
…
…
…
『
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
二
三
巻
第
一
号

「
日
本
の
対
満
政
策
の
一
環
と
し
て
の
日
本
綿
業
の
満
州
進
出
に
つ
い
て
」

…
…
…
…
…
…
『
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
二
三
巻
第
一
号

　
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年

「
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
に
於
け
る
輸
出
自
主
規
制
型
日
米
経
済
摩
擦
の
考

察
―
国
際
政
治
環
境
と
の
関
係
か
ら
―
」

…
…
…
…
…
…
『
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
二
八
巻
第
一
号

「
一
九
八
〇
年
代
に
於
け
る
市
場
ア
ク
セ
ス
型
日
米
経
済
摩
擦
の
考
察
―

日
米
両
国
の
政
策
決
定
過
程
を
中
心
に
―
」

…
…
…
…
…
…
『
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
二
八
巻
第
一
号

　
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年

「
冷
戦
後
の
新
世
界
シ
ス
テ
ム
の
形
成
―
覇
権
シ
ス
テ
ム
と
多
極
的
政
策

協
調
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
っ
て
―
」

…
…
…
…
…
…
『
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
二
八
巻
第
二
号

　
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年

「
米
国
の
外
交
戦
略
と
「
国
益
」（
一
）
―
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
東
ア
ジ

ア
外
交
政
策
を
中
心
に
―
」 …
…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
五
巻
第
二
号

　
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年

「
米
国
の
外
交
戦
略
と
「
国
益
」（
二
・
完
）
―
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
東

ア
ジ
ア
外
交
政
策
を
中
心
に
―
」 …
…
『
広
島
法
学
』
第
二
五
巻
第
三
号

　
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年

「
冷
戦
後
の
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
対
立
と
緊
張
緩
和
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
六
巻
第
三
号

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
東
ア
ジ
ア
外
交
政
策
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
広
島
法
学
』
第
二
七
巻
第
一
号

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

「
戦
後
の
日
本
外
交
と
日
中
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
―
日
中
平
和
友
好
条

約
40
周
年
を
迎
え
て
―
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…『
语
言
文
化
学
刊
』（
中
国
・
燕
山
大
学
）
第
五
号

三
　
学
会
回
顧
、
書
評

　
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年

「
二
〇
〇
四
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―（
近
現
代
、政
治
・
外
交
２
）」

…
…
…『
史
学
雑
誌
』（
史
学
会
、
東
京
大
学
文
学
部
）
第
一
一
巻
第
五
号

　
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年

「
書
評
：
千
葉
功
著
『
旧
外
交
の
形
成
―
日
本
外
交
一
九
〇
〇
〜

一
九
一
九
』」…
…
…『
国
際
政
治
』（
日
本
国
際
政
治
学
会
）
第
一
五
五
号

四
　
学
位
論
文

　
　
修
士
論
文

「
日
露
戦
争
後
に
於
け
る
対
満
政
策
と
国
際
関
係
」、
広
島
大
学
・
法
学
修

士
（
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
三
月
二
五
日
）
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博
士
論
文

「
日
露
戦
争
以
後
に
於
け
る
日
本
外
交
と
国
際
関
係
」、
神
戸
大
学
・
博
士

（
法
学
）（
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月
一
二
日
）

五
　
学
会
所
属

日
本
国
際
政
治
学
会

政
治
経
済
史
学
会

中
四
国
法
政
学
会

全
国
社
会
科
教
育
学
会
（
退
会
）

六
　
主
な
学
会
発
表

　
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年

「
日
露
戦
争
後
に
於
け
る
日
本
外
交
―
小
村
寿
太
郎
と
林
董
を
中
心
に

―
」、
日
本
国
際
政
治
学
会
（
日
本
外
交
史
分
科
会
）、
一
九
九
二
年
一
〇

月
、
東
京
大
学

　
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年

D
iplom

acy B
efore and A

fter the R
usso-Japanese W

ar, Portsm
outh 

and its Legacies : A
n International C

onference C
om

m
em

orating the 

C
entennial of the R

usso-Japanese Peace Treaty of 1905 , Septem
ber 

2005 , U
.S. , D

artm
outh C

ollege

　
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年

「
広
島
大
学
図
書
館
の
現
状
と
新
た
な
機
能
」、
第
６
回
中
国
古
典
デ
ジ
タ

ル
化
学
術
検
討
会
（
首
都
師
範
大
学
電
子
文
献
研
究
所
、
中
国
詩
歌
研
究

セ
ン
タ
ー
）、
二
〇
一
七
年
九
月
、
中
国
・
北
京
市

「
広
島
大
学
図
書
館
の
現
状
と
新
た
な
機
能
」、
教
育
と
教
学
的
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
新
モ
デ
ル
に
関
す
る
国
際
学
術
会
議
（
北
京
・
大
学
図
書
館

連
合
）、
二
〇
一
七
年
一
一
月
、
中
国
・
北
京
市
、
首
都
師
範
大
学

「
日
本
外
交
と
中
国
、米
国
と
の
関
係
―
日
本
に
対
す
る
理
解
の
た
め
に
：

日
本
外
交
の
軌
跡
と
展
望
―
」、
比
较
语
言
文
化
学
会
、
二
〇
一
七
年

一
二
月
、
中
国
・
北
京
市
、
外
交
学
院

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

「
日
本
外
交
と
日
中
関
係
の
展
開
―
日
中
平
和
友
好
条
約
四
〇
周
年
を
迎

え
て
―
」、
比
较
语
言
文
化
学
会
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
中
国
・
秦
皇
島
市
、

燕
山
大
学

七
　
外
部
資
金

　
平
成
一
四
年
度

サ
タ
ケ
国
際
交
流
助
成
金
（
広
島
大
学
後
援
会
）、
研
究
代
表
、「
日
中
両

国
間
に
於
け
る
経
済
摩
擦
の
外
交
的
分
析
―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
の
対

日
政
策
の
視
点
か
ら
―
」

　
平
成
一
七
年
〜
一
八
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、
研
究
代
表
、「
日
露
戦
争

後
に
於
け
る
日
露
両
国
の
国
際
協
調
外
交
に
関
す
る
基
本
的
研
究
―
目
露

協
商
締
結
時
の
林
董
外
相
と
イ
ズ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
外
相
の
外
交
政
策
を
中

心
に
―
」

　
平
成
二
〇
年
〜
二
三
年
度
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科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、
研
究
代
表
、「
日
露
関
係

に
お
け
る
対
立
か
ら
協
調
へ
の
転
換
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」

　
平
成
二
四
年
〜
二
六
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、
研
究
代
表
、「
多
角
的
国

際
関
係
に
お
け
る
日
露
両
国
の
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研

究
」

　
平
成
二
八
年
〜
令
和
元
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、
研
究
代
表
、「
日
露
の
対

立
か
ら
和
解
へ
の
過
程
の
総
合
的
比
較
研
究
―
現
代
の
た
め
の
日
露
戦
争

後
の
外
交
の
教
訓
―
」


